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総
理
府
は
原
子
力
発
電
に
対
す
る
国
民
の
意
識
を
調
べ
た

「原
子
力
に

関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
を
三
日
付
で
発
表
し
た
。
原
子
力
が
将
来
の

発
電
の
主
力
に
な
る
と
考
え
る
人
は
前
回

（五
十
九
年
）
朝
査
の
五
割
か

ら
六
割
に
増
え
る

一
方
ハ
原
子
力
発
電
に
心
配
や
不
安
の
あ
る
人
は
八
六

％
と
前
回
調
査

（七
〇
％
）
を
上
口

っ
た
。
総
理
府
は

「
一
昨
年
四
月
の

ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
ィ
リ
原
発
事
故
が
影
響
し
て
い
る
」
と
み
て
い
る
「

「
将
来
の
主
力

発
轟屋

も
増
加

の
も
の
も
含
む
）
で
は
八
八
。
二
％

が
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
過
去
の
調

査
で
は
不
安
に
思
う
人
は
二
十
五
年

の
五
五
・
六
％
か
り
五
十
六
年
五
八

一
八
％
、
五
十
九
年
六
九
・
八
％
と

増
え
て
お
り
、
今
回
の
調
査
結
果
で

は
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

不
安
に
感
じ
る
理
由
を
複
数
回
答

で
聞
い
た
と
こ
ろ

「事
故
や
故
障
な

ど
で
放
射
線
（能
）が
漏
れ
る
か
ら
」

が
三
九
・
九
％
で
ト
ッ
プ
。
次
い
で

「放
射
線

（能
）
が
人
体
や
子
孫
に

影
響
を
与
え
る
か
ら
」

公
二
九

，
四

％
）、
「廃
棄
物
の
保
管
や
処
理

・
処

分
な
ど
か
ら
」

（二
九
・
七
％
）
な

ど
が
上
位
に
並
ん
だ
。

現
在
、
日
本
の
総
発
電
電
力
星
の

約
二
七
％
が
原
子
力
に
よ
る
も
の
だ

が
、
こ
の
割
合
に
つ
い
て

「慎
重
に

増
や
し
で
い
く
は
う
が
よ
い
」
と
思
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調
査
は
昨
年
八
月
末
か
ら
九
月
初

旬
に
か
け
て
全
国
の
二
十
歳
以
上
の

男
女
三
十
人
を
対
象
に
面
接
方
式
で

実
施
、
有
効
口
答
率
は
七
九
％
だ
っ

た
。将

来
何
が
主
力
発
電
に
な
る
か
と

い
う
質
問
に
は
原
子
力
発
電
を
挙
ぜ

た
人
が
六
〇
・
六
％
で
最
も
多
く
い

以
下

太ヽ
陽
光
発
電
含

Ｏ
ｒ
七
％
）、

石
油
に
よ
る
火
力
発
電
（七
・四
％
）、

水
力
発
電

（四
％
）
の
順
。
原
子
力

発
電
は
前
回
調
査
の
五
〇
・
九
％
か

ら
九
・
七
●
増
え
て
お
り
、
今
後
、

原
子
力
が
主
力
発
電
に
な
る
と
の
見

通
し
を
持
つ
人
が
増
え
て
い
る
。

原
子
力
発
電
に
つ
い
て

「不
安
や

心
配
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
八
五

。
九
％
を
占
め
た
。
特
に
茨
城
ゃ
福

丼
な
ど
の
原
発
立
地
県

（現
在
運
転

甲
の
も
の
の
ほ
か
建
設
中
、
計
画
中

８６
％
、ソ
連
の
事
故
が
影
響
総理府世論調査

原子力発電の今後の割合
う
人
は
五
〇
。
一
あ
と
半
数
を
占
め

た
っ
次
い
で

「こ
れ
以
上
増
や
さ
な

い
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
ぅ
現
状
維
持

派
が
二
三
。
二
％
。　
　
　
　
　
一

こ
れ
に
対
し
て

「積
極
的
に
増
や

し
て
い
く‐
ほ
う
が
よ
い
」

（六
・
七

％
）、
「現
在
よ
り
減
ら
し
て
い
く
は

う
が
よ
い
」

（四
・
五
％
Ｘ

「
，
現
在

動
い
て
い
る
も
の
も
止
め
た
方
が
よ

い
」２

一
八
π
）
な
ど
は
少
数
派
↓　
一　
）

日
本
の
原
発
の
安
全
性
に
っ
い
て

「あ
る
程
度
信
頼
で
き
る
」
と
答
え

た
人
は
四
七

・
三
％
一だ
が
、

「あ
ま

穫
一̈聾一盤
面

信
頼
で
き
な
い
理
由
で
は

「人
的
ミ

ス
は
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
か
ら
」

が
四
九
・
一
％
で
最
も
多
か
っ
た
。
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